
皆さん,本 日はおめでとうございます。めでた

く理学博士の学位を受けられたことを心からお祝

い申し上げます。いま,一人一人の方に学位記を

渡 しながら,私は皆さんがこの学位記を取得され

るまでに,どんな経緯があったのだろうかと考え

ておりました。皆さんの中には,抜群の才能に恵

まれてずっと順調に研究を進めて来 られた方もあ

りましょう。 しかし,大部分の方々は自らの研究

能力の限界に挑戦 し,挫折感 。絶望感を何回とな

く味わい,ま た学問的 0人間的に悩みながら,ひ

たむきに努力を続けてやっと糸口をつかみ,今 日

を迎えられたのではないで しょうか。その意味で
,

博士の学位記とはその努力と成果に対する勲章の

ようなものだといえましょう。私自身の経験 もそ

のとおりでした。マラソンにたとえれば,落伍す

ることなく完走することは順位よりも重要であり,

学位とはその完走の証なのではないで しょうか。

「博士」というタイ トルは, 日本では日常会話

の中ではあまり使われません。ある人に対 して誰

々先生と呼びかけることはあっても,誰々博士と

は呼びません。 しかし外国では, Dr.が非常に大

きな意味を持っています。それは博士号を持つ者

は一人前の研究者であるとみなされるからです。

これからは皆さんも,国際学術交流の場ではDr.

と呼ばれて,一人前の研究者として扱われること

になりましょう。では,一人前の研究者とはどの

ような人なので しょうか。私は「博士」の資格を

次のように考えています。

まず第一に,オ リジナルペーパーを単独名で出

せることです。皆さんは今までは,指導教官の指

導の下に研究を行ない,大部分の方々は,指導教

官と共著で論文を書かれたことでしょう。オ リジ

ナルペーパーを単独で発表するためには,オ リジ

ナルな研究課題を自ら着想するところから始まっ
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て,研究を実行 し,論文を書き,それが レフェリ

ーの査読を通って雑誌に出るところまで持って行

くだけの研究能力が必要です。

次に,単独で一流のレビューペーパーが書ける

ことです。さらに一流の国際雑誌のレフェリーに

なれること,い ろいろな研究プロジェク トに独立

の研究者として参加できることも必要な資格であ

ると思います。

また,学問的な面でも人間的な面でも後輩を指

導する能力を有することも大切であると思います。

そのためには,博士の資格として学問的な成熟だ

けでなく人間的な成熟も必要であるといえましょ

う。

あるアメリカの物理化学者は,指導する学生を

毎年一人しかとらなかったといわれています。そ

の学生が Ph.D.を 取るころになると,そ の学生を

自分の別荘に呼んで,一夏を一緒に生活 して指導

したのです。学位論文を書くことに対する指導を

したのはもちろんですが,それ以上に,そ の学生

が良い学位論文を書 くための基礎となる思考を実

らせるために学問的なディスカッションをしたの

です。その教授は, このようにして生涯,毎年一

人の Ph.D.の 学生を世に送り,そ の学生たちは一

人一人が立派な研究者として活躍 しました。私は

この話を知って, こういう先生もいるのかと感心

し,学生の指導というとこの話を思いだします。

皆さんは大学院生活で,指導教官をはじめ研究

室内外の研究者の人々との間の学問的 。人間的関

係に悩んだ事があるかもしれません。大学院生活

の日々に経験されたさまざまな事柄は,皆 さんが

将来指導的立場に立ったときに必ず役立つことで

しょう。どんなスポーッでも,良い監督やコーチ

は,必ず選手時代の多様な経験を土台にしている

と聞きます。
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